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の
か
か
る
事
前
規
制
か
ら
事

後
規
制
に
変
え
、
抜
き
打
ち

検
査
な
ど
を
強
化
す
る
。

　
昨
年
、
M
L
A
P
認
定
事

業
者
が
デ
ー
タ
改
ざ
ん
を
行

い
、
経
産
省
は
こ
の
事
業
者

の
認
定
を
取
り
消
し
た
。
ま

た
、
地
方
自
治
体
が
計
量
証

明
業
務
を
発
注
す
る
際
、
委

託
先
の
業
者
が
適
正
な
計
量

証
明
を
行
わ
な
い
と
い
っ
た

問
題
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
罰

則
の
強
化
や
、
以
前
廃
止
し

た
計
量
証
明
事
業
者
の
登
録

更
新
制
度
を
復
活
さ
せ
る
。

事
業
者
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
、
国
の
M
L
A
P
認
定

と
都
道
府
県
の
計
量
証
明
事

業
者
登
録
を
連
動
さ
せ
る
こ

と
も
検
討
す
る
。

今
後
の
動
き

　
全
体
を
通
し
て
の
質
問

で
、
今
年
6
月
に
受
付
を
締

め
切
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
結
果
が
ま
だ
公
表
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
へ
の
問
い

が
挙
が
っ
た
。こ
れ
に
対
し
、

計
量
法
は
多
く
の
人
が
関
わ

る
制
度
で
あ
る
と
考
え
、
見

直
し
説
明
会
で
受
け
た
意
見

や
質
問
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
と
同
じ
よ
う
に
と
ら
え

て
い
る
、
と
答
え
た
。

　
法
改
正
の
具
体
的
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
国

会
に
提
案
は
す
る
が
、
他
法

案
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、

審
議
の
時
期
は
国
会
と
の
相

談
に
よ
る
、
と
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
先
も
ご
意
見
を

う
か
が
う
機
会
が
あ
る
。
現

場
に
近
い
方
の
声
を
聴
き
な

が
ら
議
論
を
進
め
て
い
き
た

い
、
と
ま
と
め
、
説
明
会
は

終
了
し
た
。

い
。
そ
の
た
め
に
は
J
C
S

S
を
使
い
や
す
い
制
度
に
改

革
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
る
。
ま
た
、
報
告
書
案
に

は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、

J
C
S
S
登
録
機
関
を
N
I

T
E
認
定
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か

に
も
増
や
す
こ
と
も
検
討
に

上
っ
て
い
る
。

【
検
定
・
検
査
】

問
：
検
討
中
の
事
項
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
規
制
対

象
か
ら
除
外
す
る
計
量
器
の

例
に
挙
が
っ
て
い
る
手
動
天

び
ん
、等
比
皿
手
動
は
か
り
、

分
銅
は
、
今
も
使
用
実
態
が

あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
が
対
象
で

ア
ナ
ロ
グ
が
対
象
外
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
使
用
者
負
担

に
影
響
が
出
る
。
検
討
の
際

は
綿
密
な
ア
ン
ケ
ー
ト
や
実

態
調
査
を
願
い
た
い
。

答
：
報
告
書
案
に
掲
載
の
計

量
器
は
す
べ
て
、
あ
く
ま
で

例
示
で
あ
り
、
ど
の
計
量
器

を
除
外
す
る
か
は
ま
っ
た
く

決
ま
っ
て
い
な
い
。
具
体
的

段
階
に
な
っ
た
ら
詳
し
い
調

査
を
行
う
。
こ
こ
で
の
発
言

は
、
意
見
と
し
て
承
る
。

問
：
ベ
ッ
ク
マ
ン
温
度
計
及

び
ボ
ン
ベ
型
熱
量
計
は
、
技

術
的
知
見
を
有
し
て
い
る
も

の
同
士
が
使
う
こ
と
か
ら
、

除
外
の
方
向
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
計
量
法
の
規
制
対
象

と
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

計
量
証
明
検
査
の
制
度
が
担

保
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。

そ
の
あ
た
り
も
考
慮
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答
：
意
見
と
し
て
承
る
。

問
：
計
量
法
の
事
務
が
国
の

機
関
委
任
事
務
か
ら
地
方
自

治
事
務
に
移
管
さ
れ
た
が
、

交
付
税
は
あ
る
の
か
。

答
：
地
方
自
治
事
務
は
、
自

治
体
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
お

り
、
全
体
予
算
か
ら
や
り
く

り
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
補
助
金
は
出
さ
な
い
。

問
：
定
期
検
査
手
数
料
が
安

い
と
い
わ
れ
る
が
、
義
務
を

課
し
て
お
り
、
強
制
的
に
負

担
が
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。

報
告
書
案
は
計
量
行
政
に
つ

い
て
、
地
方
の
裁
量
に
任
す

と
し
て
お
き
な
が
ら
、
自
治

体
間
の
手
数
料
の
格
差
、
組

織
上
の
問
題
な
ど
に
触
れ
て

い
る
。
国
が
必
要
最
小
限
の

計
量
行
政
を
謳
う
こ
と
は
、

裏
返
せ
ば
、
頑
張
っ
て
い
る

自
治
体
が
非
常
に
迷
惑
を
被

る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
考

え
て
ほ
し
い
。

答
：
実
費
と
の
差
額
は
税
金

か
ら
出
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
実
費
程
度
は
取
っ
て

い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
が
、
小
委
員
会
で
一
般

的
な
議
論
と
し
て
出
て
き
て

い
る
。
義
務
で
あ
る
か
ら
、

受
検
者
の
手
数
料
負
担
を
増

や
し
た
く
な
い
気
持
ち
は
わ

か
る
が
、
安
け
れ
ば
い
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
、
と
い

う
考
え
方
も
あ
る
。
こ
れ
が

報
告
書
案
の
趣
意
で
あ
る
。

（
次
号
以
下
に
つ
づ
く
）
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主
な
意
見
、
質
問
と
そ
れ

に
対
す
る
回
答
は
、
以
下
の

と
お
り
。

【
計
量
標
準
】

問
：
標
準
物
質
は
5
万
種
類

と
い
わ
れ
る
が
、
新
た
な
指

定
計
量
標
準
制
度
で
カ
バ
ー

で
き
る
標
準
物
質
は
ど
れ
く

ら
い
の
割
合
を
占
め
る
か
。

答
：
他
国
の
国
家
計
量
機
関

で
供
給
さ
れ
る
標
準
に
つ
い

て
は
問
題
な
い
が
、
産
業
界

な
ど
で
使
わ
れ
る
、
暫
定
的

な
最
高
位
標
準
物
質
を
指
定

す
る
に
は
、時
間
が
か
か
る
。

す
べ
て
の
標
準
物
質
を
カ

バ
ー
す
る
の
は
無
理
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ニ
ー
ズ
の
差
し

迫
っ
た
も
の
か
ら
順
に
と
り

か
か
る
。
需
要
を
第
一
に
考

え
、
前
述
の
国
計
連
な
ど
、

ニ
ー
ズ
を
探
る
た
め
の
方
策

を
整
備
す
る
。

問
：
空
気
流
量
計
の
J
C
S

S
校
正
を
依
頼
し
た
ら
金
額

が
高
く
断
念
し
た
。
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
普
及
の

上
で
重
要
な
問
題
で
あ
る

が
、経
産
省
の
ス
タ
ン
ス
は
。

答
：
J
C
S
S
は
国
が
金
を

出
さ
な
い
制
度
に
な
っ
て
お

り
、
民
間
の
努
力
に
負
い
た

い
。
校
正
の
需
要
増
と
、
登

録
事
業
者
が
増
え
る
こ
と

で
、
事
業
者
間
の
競
争
に
よ

る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
狙
い
た

　
経
済
産
業
省
が
主
催
す
る

計
量
制
度
見
直
し
に
関
す
る

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
説
明
会
が

　
月
　
日
午
後
、
埼
玉
県
さ

10

12

い
た
ま
市
の
さ
い
た
ま
新
都

心
合
同
庁
舎
1
号
館
で
開
か

れ
た
。
計
量
法
の
動
向
を
見

守
ろ
う
と
、
会
場
に
は
関
係

者
が
多
数
詰
め
か
け
た
。

　
同
省
の
吉
田
雅
彦
知
的
基

盤
課
長
と
、
計
量
行
政
室
か

ら
担
当
者
が
出
席
し
た
。
参

加
者
に
、
今
年
5
月
に
ま
と

め
ら
れ
た
計
量
制
度
検
討
小

委
員
会
報
告
書
案
が
配
布
さ

れ
た
。
吉
田
課
長
は
、
報
告

書
案
に
沿
っ
て
適
宜
補
足
を

し
な
が
ら
、
見
直
し
の
ポ
イ

ン
ト
を
説
明
し
た
。
項
目
ご

と
に
区
切
っ
て
質
疑
応
答
を

受
け
付
け
た
。

　
法
定
計
量
単
位
は
、
国
際

単
位
系
（
S
I
）
へ
の
切
り

替
え
を
進
め
て
い
る
。
1
9

9
9
年
の
国
際
度
量
衡
総
会

で
、
S
I
に
採
択
さ
れ
た
触

媒
活
性
の
単
位（
カ
タ
ー
ル
）

が
今
も
計
量
法
の
法
定
計
量

単
位
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、

S
I
を
速
や
か
に
反
映
さ
せ

る
仕
組
み
に
見
直
す
。
そ
こ

で
、
改
正
手
続
き
に
時
間
の

か
か
る
法
律
で
は
な
く
、
政

令
ま
た
は
省
令
レ
ベ
ル
で
追

加
す
る
こ
と
も
検
討
に
の

ぼ
っ
て
い
る
。

　
非
法
定
計
量
単
位
の
使
用

禁
止
は
従
来
ど
お
り
。
メ
ー

ト
ル
法
を
維
持
す
る
。
し
か

し
、
文
化
的
、
民
俗
学
的
見

地
か
ら
、
非
法
定
計
量
単
位

で
あ
る
尺
貫
法
の
使
用
を
求

め
る
声
も
根
強
い
。
計
量
法

の
範
囲
外
と
な
る
尺
貫
法
の

使
用
に
つ
い
て
、
ガ
イ
ド
ラ

は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

検
査
に
使
う
標
準
物
質
が
開

発
・
選
定
さ
れ
て
い
る
。

　
指
定
計
量
標
準
制
度
を
導

入
す
る
。
他
国
の
計
量
標
準

や
、
S
I
ト
レ
ー
サ
ブ
ル
で

は
な
い
が
、
国
内
の
学
界
、

業
界
内
で
も
っ
と
も
す
ぐ
れ

た
物
質
を
暫
定
的
に
計
量
標

準
と
み
な
す
。
そ
の
際
は
、

指
定
の
基
準
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
、
指
定
計
量
標
準
を

指
定
し
た
後
も
、
国
家
計
量

標
準
の
開
発
は
着
実
に
進
め

る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
、
と

報
告
書
案
の
文
面
か
ら
、
小

委
員
会
で
の
委
員
の
発
言
部

分
を
強
調
し
た
。

監
視
に
回
る
計
量
行
政

　
計
量
器
の
規
制
に
言
及
す

る
と
吉
田
課
長
は
、
閣
議
決

定
の
「
規
制
改
革
・
民
間
開

放
推
進
3
カ
年
計
画
」
を
持

ち
出
し
た
。
行
政
の
関
与
を

必
要
最
小
限
と
し
、
事
業
者

の
自
己
確
認
・
自
主
保
安
を

基
本
と
す
る
、
政
府
全
体
の

方
針
で
あ
り
、
計
量
法
も
こ

の
流
れ
に
沿
っ
て
見
直
し
を

進
め
て
い
る
と
し
た
。
人
手

計
量
制
度
見
直
し
説
明
会
詳
説
茨

　
月
　
日
、さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
1
号
館

10

12
見
直
し
案
の
ポ
イ
ン
ト
、主
な
質
疑
応
答

イ
ン
を
整
備
し
、
判
断
基
準

を
公
表
す
る
。

ニ
ー
ズ
第
一
の
計
量
標
準

　
計
量
標
準
に
お
い
て
は
、

国
と
旧
計
量
研
究
所
（
現
　（独）

産
業
技
術
総
合
研
究
所
計
量

標
準
総
合
セ
ン
タ
ー
：
N
M

I
J
）
が
役
割
を
分
担
し
て

き
た
が
、
そ
の
役
割
を
再
整

理
し
、
効
果
的
な
業
務
を
実

現
す
る
。
ま
た
、
幅
広
い
国

家
計
量
標
準
を
整
備
す
る
た

め
に
、
N
M
I
J
が
日
本
電

気
計
器
検
定
所
や
指
定
校
正

機
関
な
ど
と
連
携
し
て
進
め

て
い
く
。
国
家
計
量
標
準
機

関
が
単
独
で
標
準
整
備
を
行

う
方
式
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
や

ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
て
い
る
、

複
数
機
関
に
よ
る
方
式
へ
と

方
向
転
換
す
る
。

　
計
量
標
準
整
備
は
2
0
1

0
年
ま
で
の
　
年
に
5
0
0

10

種
類
を
目
標
に
行
わ
れ
て
お

り
、
現
在
や
や
前
倒
し
気
味

で
進
行
し
て
い
る
。し
か
し
、

臨
床
検
査
や
食
品
、
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
と
、
計
量
標
準

の
需
要
が
急
速
に
広
が
っ
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
ど
う
や
っ

て
整
備
す
る
か
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。そ
こ
で
、

需
要
を
把
握
す
る
場
を
設
け

る
。
具
体
的
に
は
、
産
総
研

に
置
か
れ
、
他
府
省
や
関
連

研
究
機
関
が
参
加
し
て
い
る

国
際
計
量
研
究
連
絡
委
員
会

（
国
計
連
）
を
利
用
す
る
。

す
で
に
実
績
も
あ
り
、
国
計

連
の
臨
床
分
野
分
科
会
で

最
新
ニュー
ス
が
満
載

計
量
法
見
直
し
情
報
は
コ
チ
ラ

計
量
単
位
は
従
来
通
り

主
な
意
見
、質
疑
応
答
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